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文科省の脳科学研究戦略推進プログラム
におけるＢＭＩ関連の研究について

出典：脳科学研究戦略推進プログラム 拠点長 川人光男 研究内容の詳細
（http:/ /brainprogram.mext.go.jp/media/missionA/a1_kawato_080811.pdf）

ＢＭＩの開発

日本の特徴をいかしたBMIの統合的研究開発

課題Ａ

研究開発拠点整備事業

課題Ｂ

個別研究ミッション

独創性の高いモデル動物の開発

課題Ｃ

研究開発拠点整備事業

社会的行動を支える脳基盤の計測・支援技術の開発

課題Ｄ

研究開発拠点整備事業

文科省の脳科学研究戦略推進プログラム概要

（URL：http://brainprogram.mext.go.jp/）より 



 

 
研

究
機

関
研

究
者

タ
イ

プ
特

徴
用

途
/
目

標
備

考

（
株

）
日

立
製

作
所

中
央

研
究

所
情

報
シ

ス
テ

ム
研

究
セ

ン
タ

相
良

和
彦

非
侵

襲
型

筋
肉

を
動

か
せ

な
い

患
者

の
Y
e
s/

N
o
を

判
断

で
き

る
機

械
を

開
発

脳
内

情
報

表
現

を
用

い
た

ヒ
ュ

ー
マ

ン
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

技
術

の
研

究
課

題
Ｂ

島
津

製
作

所
　

医
用

機
器

事
業

部
技

術
部

井
上

芳
浩

非
侵

襲
型

M
R
lと

M
E
G

を
対

象
と

し
て

脳
活

動
・
脳

情
報

抽
出

シ
ス

テ
ム

を
開

発
N

IR
S
-
E
E
G

シ
ス

テ
ム

の
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
開

発
課

題
Ａ

自
然

科
学

研
究

機
構

　
生

理
化

学
研

究
所

南
部

篤
非

侵
襲

型
動

物
実

験
に

よ
る

Ｂ
Ｍ

Ｉに
よ

っ
て

脳
の

活
動

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

脳
波

な
ど

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

の
神

経
細

胞
の

活
動

を
刺

激
し

推
定

、
非

侵
襲

性
B

M
Iの

精
度

向
上

課
題

Ａ

森
之

宮
病

院
宮

井
一

郎
非

侵
襲

型
島

津
製

作
所

と
共

同
で

運
動

時
に

ど
の

よ
う

な
脳

部
位

が
働

い
て

い
る

か
計

測
リ

ハ
ビ

リ
現

場
で

の
本

格
的

な
応

用

生
理

学
研

究
所

 発
達

生
理

学
研

究
系

認
知

行
動

発
達

機
構

研
究

部
門

伊
佐

正
侵

襲
型

脊
髄

を
電

気
刺

激
す

る
方

法
で

運
動

機
能

を
再

建
精

緻
な

運
動

の
制

御
機

構
を

解
明

し
脳

活
動

を
記

録
し

、
ま

た
刺

激
を

与
え

る
こ

と
で

操
作

す
る

課
題

Ｂ

理
化

学
研

究
所

 脳
科

学
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
 認

知
機

能
表

現
研

究
チ

ー
ム

田
中

啓
治

侵
襲

型
サ

ル
の

下
側

頭
葉

皮
質

慢
か

ら
多

く
の

細
胞

の
活

動
を

記
録

連
合

野
１

ミ
リ

領
域

の
平

均
神

経
活

動
が

表
す

物
体

カ
テ

ゴ
リ

ー
関

連
情

報
課

題
Ｂ

理
化

学
研

究
所

 脳
科

学
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
 適

応
知

性
研

究
チ

ー
ム

藤
井

直
敬

侵
襲

型
日

本
サ

ル
を

対
象

と
し

た
高

機
能

双
方

向
グ

リ
ッ

ド
電

極
を

研
究

大
規

模
双

方
向

グ
リ

ッ
ド

電
極

シ
ス

テ
ム

の
開

発
課

題
Ｂ

A
T
R

川
人

光
男

非
侵

襲
型

歩
く
サ

ル
の

脳
情

報
を

う
け

て
ロ

ボ
ッ

ト
を

歩
行

さ
せ

る
こ

と
に

成
功

ヒ
ト

の
脳

の
仕

組
み

を
知

る
課

題
Ａ

東
京

大
学

横
井

浩
史

侵
襲

型
/
非

侵
襲

型
感

覚
入

力
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

有
す

る
電

動
装

具
制

御
技

術
の

開
発

人
と

機
械

の
自

然
な

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

課
題

Ａ

東
京

大
学

赤
林

郎
―

脳
科

学
研

究
の

倫
理

的
・
法

的
・
社

会
的

影
響

を
調

査
研

究
と

理
論

研
究

の
両

面
か

ら
調

査
・
分

析
Ｂ

Ｍ
Ｉを

中
心

と
し

た
脳

科
学

研
究

に
対

す
る

倫
理

審
査

手
法

の
開

発
課

題
Ｂ

大
阪

大
学

不
二

門
尚

侵
襲

型
網

膜
色

素
変

性
症

の
患

者
の

網
膜

内
の

神
経

細
胞

を
電

気
刺

激
し

光
を

感
知

さ
せ

る
網

膜
を

再
建

し
て

安
全

な
人

工
視

覚
の

実
用

化
す

る
課

題
Ｂ

大
阪

大
学

吉
峰

俊
樹

侵
襲

型
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

近
い

レ
ベ

ル
で

E
C

o
G

に
よ

っ
て

ロ
ボ

ッ
ト

義
手

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
閉

じ
込

め
症

候
群

の
治

療
へ

の
応

用
課

題
Ａ

京
都

大
学

櫻
井

芳
雄

侵
襲

型
ラ

ッ
ト

の
マ

ル
チ

ニ
ュ

ー
ロ

ン
活

動
の

斬
新

な
記

録
解

析
法

を
開

発
Ｂ

Ｍ
Ｉ用

マ
ル

チ
ニ

ュ
ー

ロ
ン

記
録

解
析

法
の

開
発

と
神

経
可

塑
性

の
解

析
課

題
Ｂ

京
都

大
学

美
馬

達
哉

非
侵

襲
型

電
磁

気
的

脳
刺

激
法

で
Ｂ

Ｍ
Ｉ操

作
に

適
し

た
脳

活
動

を
誘

導
す

る
Ｂ

Ｍ
Ｉ操

作
性

向
上

を
可

能
と

す
る

脳
可

塑
性

誘
導

手
法

の
研

究
開

発
課

題
Ｂ

筑
波

大
学

山
海

嘉
之

非
侵

襲
型

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
H

A
L

脊
椎

損
傷

患
者

等
の

上
肢

作
業

と
歩

行
を

支
援

す
る

機
器

の
開

発
課

題
Ｂ

東
京

工
業

大
学

小
池

康
晴

サ
ル

の
脳

細
胞

の
運

動
野

の
信

号
か

ら
腕

全
体

の
動

き
を

正
確

に
推

定
す

る
ヒ

ト
の

脳
に

よ
る

（
腕

の
）
運

動
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
よ

っ
て

再
現

す
る

課
題

Ｂ

東
北

大
学

飯
島

敏
夫

侵
襲

型
ニ

ュ
ー

ロ
ン

情
報

に
筋

活
動

情
報

も
利

用
し

て
精

度
の

高
い

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
操

作
を

可
能

と
す

る
Ｂ

Ｍ
Ｉ技

術
の

確
立

超
Ｎ

ＩＲ
Ｓ

解
像

度
脳

シ
グ

ナ
ル

を
用

い
た

次
世

代
Ｂ

Ｍ
Ｉの

開
発

課
題

Ｂ

東
北

大
学

八
尾

寛
侵

襲
型

遺
伝

子
工

学
と

オ
プ

ト
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
の

融
合

技
術

を
も

と
に

研
究

光
を

用
い

た
脳

へ
の

情
報

入
力

を
可

能
に

す
る

Ｂ
Ｍ

Ｉシ
ス

テ
ム

課
題

Ｂ

日
本

大
学

片
山

容
一

侵
襲

型
D

B
S
を

用
い

て
ヒ

ト
の

脳
機

能
を

直
接

制
御

ヒ
ト

の
脳

内
植

込
み

電
極

と
体

内
埋

設
刺

激
デ

バ
イ

ス
を

用
い

た
Ｂ

Ｍ
Ｉ

課
題

Ｂ

山
梨

大
学

佐
藤

悠
侵

襲
型

音
声

の
物

理
特

性
と

認
識

の
関

係
大

脳
聴

覚
野

の
直

接
電

流
刺

激
法

に
よ

る
聴

覚
Ｂ

Ｍ
Ｉの

開
発

課
題

Ｂ

慶
応

義
塾

大
学

里
宇

明
元

非
侵

襲
型

患
者

へ
の

E
E
G

-
B

M
Iに

つ
い

て
の

臨
床

実
験

脳
波

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
疾

患
ご

と
の

B
M

I仕
様

を
探

求
課

題
Ａ

順
天

堂
大

学
北

澤
茂

侵
襲

型
脳

情
報

の
解

読
と

制
御

に
関

す
る

統
合

的
研

究
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
病

態
生

理
を

解
明

課
題

Ｂ

玉
川

大
学

坂
上

雅
道

侵
襲

型
サ

ル
の

前
頭

前
野

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

活
動

を
デ

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

前
頭

前
野

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

活
動

か
ら

行
動

の
意

図
を

デ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
課

題
Ｂ

豊
橋

技
術

科
学

大
学

河
野

剛
史

侵
襲

型
ナ

ノ
形

状
シ

リ
コ

ン
を

用
い

た
電

極
を

開
発

長
期

安
定

細
胞

計
測

を
可

能
と

す
る

神
経

電
極

の
開

発
課

題
Ｂ

奈
良

先
端

技
術

大
学

太
田

淳
侵

襲
型

C
M

O
S
-
L
S
I技

術
を

用
い

て
網

膜
刺

激
チ

ッ
プ

の
研

究
大

き
な

文
字

が
認

識
で

き
る

位
の

視
力

を
提

供
で

き
る

人
工

網
膜

の
実

現
課

題
Ｂ

新
潟

大
学

長
谷

川
功

侵
襲

型
皮

質
脳

波
法

を
用

い
て

臨
床

実
験

視
覚

像
の

脳
内

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

解
読

す
る

課
題

Ｂ

 
日
本
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
Ｂ
Ｃ
Ｉ
と
そ
の
関
連
研
究

 

（
U

R
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研
究

機
関

研
究

者
タ

イ
プ

特
徴

用
途

/
目

標

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

神
経

細
胞

記
録

用
の

電
極

開
発

ラ
ッ

ト
の

空
間

記
憶

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

A
n
d
re

w
 J

. 
F
u
g
le

v
a
n
d

侵
襲

型
学

習
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
搭

載
の

F
E
S
シ

ス
テ

ム
を

開
発

E
C

o
G

な
ど

の
脳

活
動

で
の

制
御

J
e
a
n
 M

a
rc

 F
u
g
le

v
a
n
d

侵
襲

型
海

馬
ス

ラ
イ

ス
の

単
一

神
経

細
胞

の
活

動
を

信
号

と
し

て
取

り
込

む
回

路
の

挙
動

を
解

析
し

ド
ー

パ
ミ

ン
系

の
操

作
を

行
う

2
7
自

由
度

の
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
制

御
で

き
る

B
M

Iシ
ス

テ
ム

の
開

発

ヒ
ト

の
脳

の
機

能
マ

ッ
プ

を
凡

化
す

る

F
E
S
が

可
能

な
B

M
I/

B
C

I研
究

を
し

神
経

義
肢

を
市

場
に

出
す

Y
o
k
y
 M

a
ts

u
o
k
a

侵
襲

型
サ

ル
B

M
Iに

よ
る

精
緻

な
ロ

ボ
ッ

ト
ハ

ン
ド

制
御

機
構

ロ
ボ

ッ
ト

ハ
ン

ド
の

制
御

機
能

の
向

上

侵
襲

型
て

ん
か

ん
患

者
の

手
の

開
閉

状
態

を
脳

よ
り

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
推

測

ロ
ボ

ッ
ト

の
自

立
性

に
比

較
的

依
存

し
た

B
C

Iシ
ス

テ
ム

脳
波

に
よ

る
制

御
の

依
存

度
の

高
い

B
C

Iシ
ス

テ
ム

を
全

て
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
汎

用
化

ヒ
ト

型
ロ

ボ
ッ

ト
の

脳
波

に
よ

る
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
脳

波
で

制
御

す
る

安
価

な
ヒ

ュ
ー

マ
ノ

イ
ド

の
「
お

手
伝

い
ロ

ボ
ッ

ト
」
の

開
発

J
e
ff

e
ry

　
G

. 
O

je
m

a
n
n

侵
襲

/
非

侵
襲

型
て

ん
か

ん
患

者
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
で

の
カ

ー
ソ

ル
操

作
E
F
G

と
E
C

o
G

双
方

で
B

C
I研

究
し

性
能

を
比

較

P
a
u
l 
G

. 
A
ll
e
n
 C

e
n
te

r
E
b
e
rh

a
rd

 E
. 
F
e
tz

侵
襲

型
サ

ル
に

意
識

的
に

特
定

の
単

一
細

胞
の

活
動

の
大

き
さ

を
制

御
さ

せ
る

ニ
ュ

ー
ロ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

皮
質

内
回

路
の

強
化

実
験

F
E
S
と

B
M

Iの
連

結
に

よ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

脳
と

運
動

実
行

組
織

の
双

方
向

性
B

M
I

人
為

的
に

麻
痺

を
引

き
起

こ
し

た
サ

ル
の

機
能

回
復

の
過

程
の

追
究

F
e
rd

in
a
n
d
o
 M

u
s
s
a
-
lv

a
ld

i
―

限
ら

れ
た

自
由

度
の

手
運

動
の

制
御

電
動

車
い

す
を

制
御

す
る

T
o
d
d
 K

u
ik

e
n

―
腕

の
切

れ
た

神
経

を
胸

の
筋

肉
に

接
続

し
そ

こ
か

ら
の

信
号

で
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

を
制

御
ロ

ボ
ッ

ト
ア

ー
ム

の
制

御
を

行
う

神
経

義
肢

の
実

用
化

の
た

め
の

臨
床

の
研

究

眼
球

運
動

に
関

す
る

B
M

Iが
可

能
で

あ
る

こ
と

を
証

明

眼
球

運
動

を
指

標
と

し
た

二
者

択
一

課
題

に
お

け
る

意
志

行
動

決
定

と
関

係
し

た
ニ

ュ
ー

ロ
ン

活
動

の
記

録

M
it
ra

 H
a
rt

m
a
n
n

―
外

部
セ

ン
サ

ー
に

知
性

を
持

た
せ

て
脳

に
信

号
を

送
信

す
る

ヒ
ゲ

の
働

き
と

ヒ
ゲ

が
獲

得
可

能
な

情
報

に
つ

い
て

D
B

S
と

B
M

Iの
融

合

ヒ
ト

に
装

着
可

能
な

耐
久

性
の

良
い

電
極

開
発

サ
ル

の
M

P
T
P
モ
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参考資料２－２  
 

BMI（ブレイン・マシン・インタフェース） 

特許動向 
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１）NEDO による海外レポート 
『NEDO 海外レポート NO.1057，2009.12.16 ブレイン・マシン・インタフェース（BMI）の研究

開発動向（世界）』によると、特許の「出願数は顕著な増加を示しているが、全体数はまだ少ない（20
特許以下/年）」(p40)といった状態にある。最近の世界的な特許の動向を以下に示す。（同レポート

http://www.nedo.go.jp/kankobutsu/report/1057/1057-06.pdf p40,41 表２参照） 
企業/研究期間 タイトル 

Czech Technical University in Prague BMI およびユーザーの自動識別 

(Czech Republic)   

Tsinghua University (China)  左右の視野の 2 周波数刺激による視覚誘導 BMI 手法 

  高周波視覚誘発電位に基づいた BMI デバイス 

Shanghai University of Science and BMI における高性能な脳電気信号検出回路 

Technology (China) BMI 向け脳電気信号検出システムと検出方法 

Tianjin University (China) P300 信号及び信号処理方法による上肢回復訓練デバイス 

  用の知的 BMI  

  BMI による知的な車椅子制御システム、及び、その脳電気 

  信号処理方法 

  BMI マウス制御方法 

University of Florida (United States)  強化学習(reinforcement learning)を用いた BMI 制御のシス

  テムと方法 

New York University (United States)  BMI システムと方法 

  導電性のポリマー・ナノワイヤーBMI システムと方法（マ 

  サチューセッツ工科大学（米国）との共同研究） 

Nokia Corp. (Finland)  BCI を使用したコマンド制御タスクへの階層的なアプロ 

  ーチを提供する装置、方法、及びコンピュータ・プログラム 

Philips Electronics (Holland) BCI に関する改良 

Beijing Normal University (China)  人の顔認識用に特化したウェーブ N170(wave N170)コンポ 

  ーネントによる BMI システム 

Health Research Inc. (United States) & BCI  

University of Washington (United States)   

ST Microelectronics s.r.l. (Italy)  マンマシンインタフェースシステムと方法、例えば、リハ 

  ビリテーション分野におけるアプリケーション 

Neurosky Inc. (United States) 脳波信号処理システムによって定量的に精神状態を評価 

  するための方法と装置 

 
２）IPDL による特許検索最近の特許の動向 

特許電子図書館（IPDL）(http://www2.ipdl.inpit.go.jp/BE0/index.html)では、初心者向け検索を使

い平成 5 年以降の特許を調べることができる。 
これを用いて brain-machine interface 関連の特許について調べた。 
また、ブレイン・コンピュータ・インタフェースなどの単語でも検索した。 
ブレイン・マシン・インタフェース、脳機械インタフェース、brain-machine interface、brain-computer 

interface では、検索結果 0 件であった。 
表は、その検索結果である。 

 
 

表１ 最近の特許の動向 
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公開番号/登録番号 発明の名称 出願者 

特許公開 2009－

265876 

制御装置、制御方法、制御方法のプログラム及

び制御方法のプログラムを記録した記録媒体
ソニー/森平智久 

特許公開 2010－

019708  
車載装置 日立製作所/寺尾元康 

特許公開 2008－

225877  
ブレイン・コンピュータ・インタフェース 日本電気/山崎 敏正  

なお、BMI で検索した場合ボディマス指数（Body Mass Index）、化合物「ビスマレイミド」やポリ

コール遺伝子 BMI-R、最低電圧 Vbmin、英単語 submit なども混じっており、BCI にも BCID やポリ

マベース材料なども含まれるため、これらを取り除いた。 
 
３）J-STORE 科学技術振興機構研究成果展開総合データベースによる検索 

J-STORE 科学技術振興機構研究成果展開総合データベースの検索コンテンツ、公開特許検索

（http://jstore.jst.go.jp/cgi-bin/patent/advanced/search.cgi）をクリックし、さらに詳細検索を選ぶ。 
まず BMI で語句検索する。ここでワードプラスという欄に BMI の同義語、英語対訳が表示されるの

で、そのうちブレイン・マシン・インタフェース、脳機械インタフェース、脳コンピュータ・インタフ

ェース、brain-machine interface、brain-computer interface にチェックを入れ再検索する。 
 

詳細検索 出願人で探す IPC で探す 利用分野で探す  
絞

込

み

条

件  

語句検索  BMI
検索ノイズ低減  

データ提供機関  

 

出願人   

 

IPC  

 

 

       

ワードプラス：（異表記語・同義語・英語対訳も含めて検索する） 
BMI （異表記語： 0 件 同義語： 6 件 英語対訳： 3 件）： 

ボディマスインデックス 肥満度指数 ボディマス指数 ブレインマシンインタフェー

ス  
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脳機械インタフェース 脳コンピュータ・インタフェース body mass index 
 brain-machine interface brain-computer interface  

 
その結果、「BMI」や「BCI」という単語にはたくさん反応し多くを抽出できたが、調べている

brain-machine interface 関連に関係する特許は見当たらなかった。 
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参考資料３ ブレイン・ストーミング要約 
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「近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究」 
ブレイン・ストーミング要約 

 

（第１回２００９年１２月１６日、18:00～20:30、京都大学） 

（第２回２００９年１２月２１日、18:00～20:30、京都大学） 

（第３回２０１０年 １月 ９日、13:00～16：00、京都大学） 

 

目  的： 

 

現場におけるニーズを主体とした Problem Oriented な研究開発を実現させる第一歩と

して、１）ニーズ提供者とシーズ提供者が直接に問題点を検討して、可及的仕様形式に要

求技術を表現する。２）要求技術の社会的優先度を検討する。 
 
 

ブレイン・ストーミング心得（modified 京大 MD 方式）１） 

１） 悪い点、至らぬ点を「ほがらかに」指摘し、検討する。（非難、否定ではない） 

２） 人の話を聞き、さらに思いついたことを自由にしゃべる 

３） 会の終わりには、建設的な文章または図に纏める 

 

 

 

「１０年以内に実用化が望まれる医療福祉技術」 

（Problem Oriented Study） 
 

１．現場では何に困っているか(problem) 

 最重度で意志を伝えることのできる方への支援が遅れている 

 コミュニケーション支援が必要。しかし、機器は安価でなければならない（意思伝達装置：50 万円以内

であれば普及可能、200 万円では非現実） 

 言語以外のコミュニケーションツールが必要 

 認知症高齢者においては、重量感や肌に当たる心地よさが重要 

 障がい者だけでなく、介護者の社会生活を支援する技術が必要 

 人工呼吸器のコンパクト化、国産化が必要。管内の水分除去機能が重要。管内に水がたまるとその流入

によって窒息の危険があるため、頻繁に除去作業が必要となる 

 カニューレ吸引操作の自動化はできないか。簡易操作（カニューレ近辺）と高度操作（気管支の奥まで）

があるが、せめて簡易操作の自動化があれば手間を省くことができる 

 どこか一カ所の筋力が落ちると行動のアンバランスが生じる。弱い筋肉の簡便な一部補助が必要 

 在宅者宅の臭い制御技術が必要 

 在宅者宅の玄関の錠の開閉を本人の意志で行えるシステム。電気錠はあるが値段が高すぎる。遠隔操作

の生活支援機器（エアコン機器、テレビ、扇風機、電話、ナースコール、電動ベッドなど）はあるが、
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リモコンが一致しないためワンスイッチ入力で統一した管理ができない（本人が使用できない）。また、

ECS（環境制御装置）のベッドへの接続が必要（現在汎用化されていない） 

 ブレインマシンインターフェース(BMI)による環境制御はできないか 

 かぶれないテープ。むしろ、工業用テープの方がかぶれない場合がある 

 エアマット上では体位変換がしにくい 

 一般に、身体を柔らかく支えると動きが不自由になる。「良い感じ」に身体四肢が収まり、かつ、動きを

制限しない技術が必要 

 人の尊厳を保つためには「心地の悪さ」の改善が重要。「心地の悪さ」は擦れる感覚としての皮膚感覚や

通気性、支持性などの多要素の組み合わせによるものであり、いわゆる「良い肌触り」の生地とも感覚

が異なる 

 また時には、肌触りがコミュニケーション環境でもある（スキンシップ？） 

 やせた人の身体の凸部の除圧は難しい 

 不安を和らげる技術はないか 

 欧米では、重度の認知症患者が私物を持ち込んで落ち着いたふつうの生活をしている。日本人は殺風景

な環境に暮らしている。また日本人は個室生活が苦手 

 認知症患者の繰り返す質問に対して、毎回笑顔で応えてくれるロボットやプログラムがコミュニケーシ

ョン環境を改善しないだろうか 

 癒しロボットの電池が切れると、ときとして大騒ぎとなる 

認知症患者の癒しに使用される人形では、肌触りや、重量感が重要である 

 高齢者が孫のゲームに興じる場面もある 

 在宅において、大人用のおむつは 1ｋg ほどの重さとなる。その毎日の処理が大変である。庭に捨てられ

る、水洗トイレに流せる。絞れる等の技術が必要 

 おむつのポリマーを認知症の方が口に入れる 

 漏れを防ごうとしておむつを大量に使ってしまう 

 古い公団などのエレベータのないビルでの在宅介護では、背負子で細い多様な階段を上り下りしなけれ

ばならない。現在の階段用車いす、ロボットなどは、遅い、価格が高い。また、階段の端が丸い時には

使えない。ロボットスーツは装着に時間がかかる 

 たとえば、労働安全基準では、女性 15kg、男性 20kg まで。足が開けないと後ろ向きに背負うが、これ

にはもう一人補助者が必要となる 

 脳性麻痺など、低緊張の小児が着る感覚で姿勢を保持する装置（衣服）。たとえば、空気アクチュエータ

ー付き衣服。補強用ロッド、姿勢保持用 CWX（ワコール） 

 小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 

 小児が犬、猫、ハムスター、などのイキモノに接することができるゲーム 

 一般的に、介護用品の小児用がない。たとえば、成長対応。シャワーいす、など 

 障がい児対応の二人乗り（電動アシスト）自転車（身体保持ができる）。 

 障がい児が自由に乗れる自転車。 

 機能的電気刺激（Bioness）が米国では実用化されている。米国ではビジネスモデルが優れている。高価

6、000～7、000 ドルだが広がりつつある。電極装着の問題、自然な動きを再現する制御。皮膚障がい、

劣化、など改善点はありそう 
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 重度障がい者用ダイエット技術 

 日本人は猫背（円背、えんぱい）が多く、重度の猫背は介護にも苦労する。「ジョウバ」の効果は？ 

 建物（集合住宅、日本家屋）の改造が大切。介護用住宅は絶対量が足りないし、また、自宅を離れたく

ない人も多い。手すり、トイレ、扉、風呂、等の改造コストを下げる技術 

 リクライニング車いす用雨具が必要 

 ハザード音などの音色の区別が必要 

 音声説明が必要 

 点字ブロックの改良必要 

 中途失明者は白丈をなかなかうまく使えない。中途失明者用盲導装置。今までの盲導ロボットは目的が

異なる 

 福祉作業への参加を妨げる要因は、１）重労働、２）排泄処理、等である 

 現在の自動排泄処理機は、人間尊厳の点において問題。また、褥そうの原因となったり汚れる場合もあ

る、患者が動けない。自動吸引式収尿器は、音のため眠れない時がある。便硬化剤、貼り付け型便拡散

防止シートもあるが、あまり用いられていない。実際には便秘が多い 

 聴覚障がい者の会話に吹き出しが出ないものか 

 視覚障がい者：相手が何を言っているか、授業、生活 

 聴覚障がい者：人工内耳が増えている。静電気があると不調（ノイズがのる）になる 

 聴覚障がい者：擬音語を伝える方法がない。 

 聴覚障がい者：満員になると掲示が見えない 

 視覚障がい者：地図、グラフ、が色でカラフルだが、立体表示 

 点字印字機械（音が静か、漢字変換が容易） 

 パソコン入力支援ソフト 

 触る教材、見える教材が欲しい 

 カメラやスキャナーから立体像をすぐ作る表示器（点字は？視覚、聴覚障がい重複の場合には？） 

 触ると音声が出る装置 

 弱視の人にはペンでなぞると音にする読書器の高性能化（２０万円以内、ポッケトに入れられる大きさ

重さ） 

 弱視の人には、ある部分を拡大して表示する 

 非接触に距離を知らせる装置（ex．光センサー白丈、数万円以内、） 

 視覚障がい者にとっては急に横を走る人が怖い 

 

総じて： 

１）コミュニケーション環境の改善が重要である 

２）肌の擦れる感じ、心地の悪さの改善が重要である 

３）現場では、モノよりもむしろ制度の不備に悩まされている（ex.標準化、維持管理、、、etc.）。制度の不

備を補うことのできる技術はあるのか 

４）福祉事業が社会に安定的に機能するための技術が必要 

５）10 年後ではなくとも、現在作る技術があるのに作ってもらえない例が多い 

６）政府は、ニーズの重要性や社会的貢献性を判断し、ビジネスとしてみた開発可能性と技術としての開
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発可能性のギャップを埋める役割をして欲しい 

７）日本では、治療機器などに不具合が生じた場合のリスクが大きく、リスク計算ができない文化的背景

がある。そのため、企業としては医療福祉分野に取り組みにくい 

８）医療福祉現場を支えているモチベーションと意義が社会全体に啓蒙されない限り、医療福祉技術は産

業として単独には成り立ち得ない 

 

２．要求技術例（アイデア） 

（社会的優先度：「Ａ」を判定） 

 

 人工呼吸器のコンパクト化、国産化        Ａ(一部進行中) 

予備バッテリーのコンパクト化が必要       既に進行中 

回路（機械とカニューレをつなぐ管）の中に水がたまる点の解決 

＝人工呼吸器回路内の不要な水分の除去 

人工呼吸器回路の改良（簡易、在宅用） 

（例：選択透過性素材、断熱、保湿、柔軟、保温、etc.）      Ａ 

カニューレ吸引作業の自動化（簡易、在宅用）          Ａ 

カニューレ吸引作業の自動化（高度）  

価格 200 万円前後 

 体位変換のしやすい、むれない褥そう予防装置 

30 万円まで 

予防バイオ技術 

 小型、安価な体位変換装置 

体位変換時に患者が目を覚まさないこと 

 高齢者、障がい者用かぶれない医療テープ 

あまり粘着力が高くないこと 

 革新的な筋力の部分補助技術              Ａ 

装置は 10 万円ぐらいまで 

装具では 2 万円ぐらいまで 

姿勢保持用スーツ（小児が着る感覚で姿勢を保持する装置）たとえば、空気チューブ・高圧ボンベ付き

衣服.脱着式空気チューブＣＷＸ）、 

装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置 

埋め込み型機能的電気刺激装置 

その他、筋肉増強バイオ技術など 

 動きやすく、快適に装着し続けられるロボットスーツ         Ａ 

30～40 万円 で連続装着用 

最長でも 5 分以内で装着できる 

 革新的な在宅者宅の掃除、カビ対策、臭い対策技術 

 室内における革新的な排泄物臭気処理技術         Ａ  

臭いを排出する簡易排気機器 
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（コミュニケーション補助技術） 

 革新的障がい者－コンピュータ・インタフェース             Ａ 

障がい者用入力補助装置、システム 

障がい者用日常生活環境制御システム（50 万円以内、助成制度有り） 

高齢者用（ネット）ゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 

ブレインインターフェースによる環境制御 

 利用支援ソフトの多様化、標準化   

 擬人化された説明ソフト 

 点字ディスプレイ 

 電池交換のいらない癒しロボット 

 肌触り（通気性、安心性）の良さと支持性を両立させる安いリネン材料、機器 

 るいそう者用褥そう予防器具 

 家庭で処理が可能な紙おむつ（ごみの減少）              Ａ 

トイレに流せる紙おむつ 

 小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具（例、公園遊具など）. 

 小児用介護用品.たとえば、成長対応のシャワーいす、など. 

 障がい児対応の二人乗り（電動アシスト）自転車（身体保持ができる） 

 障がい児が自由に乗れる自転車（障がい児用自転車） 

 重度障がい者用ダイエット技術              Ａ 

 円背（えんぱい）予防用機器、装具 

 簡易バリアフリー建具（脱着、調整等） 

 リクライニング車いす用雨具が必要 

 ハザード音などの音色の弁別技術または制度.音声説明技術 

 点字ブロックの改良 

 盲動ロボット、GPS 機器、視覚情報提示機器        Ａ 

 非接触に距離を知らせる装置（ex.光センサー白丈、数万円以内） Ａ 

 自然運動を制限しない、自動排泄処理機 

 映像化技術（ソフト） 

 触れる立体表示機器                  Ａ 

小児が犬、猫、ハムスター、などのイキモノに接することができるゲーム、（小児用体験機器・ソフト）． 

 

参  考 
１）京大 MD 方式：京都大学工学研究科 CME Seminar2008、2008 にて、Guillermo Lopez、 Cefu Hong、 

Kyaw Kyaw Lin、 Hiroki Dobashi、 Keisuke Fujii、 Masatoshi Manabe らによって提唱された Ｍ

Ｄ（Multidisciplinary Discussions）方式コミュニケーションモデル（Collaboration Model for Effective 

Communication）．直接に顔を合わせて、自己及び他人に対する positive & negative questions を起点

とすることにより、創造的なコミュニケーションを実践する 
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近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究 ヒアリング記録① 

＜医療関連事業、ヘルスケア事業大手＞ 

 
■ 日 時：２０１０年１月２７日（水） １０：００～１２：００ 

■ 訪問先：医療関連事業、ヘルスケア事業等大手（神戸市） 

■ 面談者：役員クラス 
 
 

【ヒアリング概要】 
（高齢社会では、医療行為と生活支援行為の切れ目の見極めが難しい） 
 ・医療福祉機器に関して（例えば、人工呼吸器、吸引器など）言えば、医療現場での取り扱いと福祉

現場(在宅介護)での取り扱いは変わってくる。 
 ・例えば、ヘルパーが吸引を行っていいのかといった問題もある。 
 ・医療行為と生活支援のための行為とは本来かなり異なるが、高齢者の有病率は 94～5％と言われて

いる現在、医療行為と生活支援行為の切れ目が難しくなる。 
 ・福祉機器開発や提供を考える上でも同様なことが言え、福祉機器が上手く普及しない大きな理由の

ひとつになっている。 
（日本の生活支援は個人の生活全体を支援していない） 
 ・日本の生活支援の組み立て方は、個人としての生活を支援するようにはなっていない。海外では個

人生活があって、そのための支援が考えられている。 
 ・生活の流れというのは、本来繋がっているが、日本における生活支援は個々の場面ごとブツ切りに

なっており人の生活全体で支援できていない。 
・個人生活をトータルに捉え、どの福祉用具とどの福祉用具を組み合わせたら、その人の生活を適切

に支援できるかを考えなければならない。 
 ・わが国では道具が先で、こういう状態なら使えるという捉え方をする。 
 ・こんなニーズがあり、それに対してこんなシーズがあるからと具体的なものが出来あがっても、上

記のような事情から、日本では実際の生活支援の場で使えるものになるとは限らない。 
 ・さらに、制度の壁によって大きく影響されることもある。 
（ニーズとシーズのすり合わせに基づく福祉機器開発の難しさ） 
 ・ニーズとシーズをすり合わせ福祉機器を開発すると一言で言うがなかなか難しい。 
・過去 40 年、その種ことは何度も繰り返されてきた。福祉機器展でも 10 年ごとに同じようなアイデ

アに基づく福祉機器（例えば、ベッドとトイレが一体化した機器など)が出展されてきた。その都度、

一段上に進化しているかといえば、必ずしもそうとは限らない。 
 ・また、ニーズとシーズを突き合わせて医療福祉機器を開発しようとしても、最終的には制度問題、

仕組みの問題に必ず突き当たってしまう。 
（福祉機器を開発するための視点） 
・福祉機器の開発において重要なことは要介護者の生活を第一に考えること。 
・具体的には、福祉機器を開発するコーディネータとサービスを提供するコーディネー 
タを繋ぐこと。 
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・さらに言えば、医療分野と福祉分野の垣根を払って両者を繋ぐこと。 
・福祉機器の試験評価、ニーズの検討、制度を総合的に検討する必要がある。 
（医療行為と介護福祉の狭間のリハビリテーションをどう捉えるかが一つの課題） 
 ・医療行為と生活支援行為の切れ目が難しいという問題に関連して、リハビリテーションの意義をど

う捉えるかが今後の課題である。 
 ・つまり、リハビリ機器を医療機器と捉えるのか、介護機器として捉えるのかは機器の普及を考える

場合、重要になる。 
（介護保年制度は評価） 
 ・介護保険制度の成立は、介護が個人レベルから社会レベルに移行した面ではよかったといえる。 
（要介護度の段階はあまり変化しない） 
・これまでの経験からいえば、当初認定された要介護度は、想像するほど変化するものではなく、せ

いぜい変化しても 1 段階程度である。 
・要介護者が、要介護度の変化に応じて福祉用具を取り替えていくといったことは少ないと言える。 

（介護サービスの事業収益性） 
・人に対するサービス、もののサービス（福祉用具提供、住宅改造）、環境サービス（施設運営）等

をコーディネートし、事業展開したいが、事業収益性を考えると制度の壁に阻まれるケースが多く、

思うようにできない。 
（住宅改造における関連分野連携の重要性） 

・住宅改造、住居改善においては、その人の生活の動きをどのように捉えるかが重要。 
・医療、福祉、建築設計、施工の 4 つの専門チーム連携で計画を練っていくことが重要 
（京都身体障がい者連合会で 4 つのチームの連携を行う仕組みを作った経験から） 

（その他の活動） 
○リハビリレーニングの共同研究 
 ・下肢筋肉の訓練のためのリハビリトレーニングの共同研究を、久留米大学志波先生の指導の下、パ

ナソニックの子会社アクティブリンクと行っている。 
 ・NASA の宇宙開発の研究シーズを用いた、電磁刺激によるものである。 

以 上  
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近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究 ヒアリング記録② 

＜大阪府内の訪問看護ステーション＞ 

 
■ 日 時：２０１０年１月２７日（水）１５：００－１７：００ 

■ 場 所：大阪府内の訪問看護ステーション 

■ 対応者：作業療法士１名、看護師（元外科看護師、訪問看護師、介護支援専門員）１名 

 
【ヒアリング概要】 
 介護福祉機器に関する現場ニーズについて 
（入浴関連） 
○安全に着脱でき、入浴者が浴槽内で姿勢を変え易い浴槽台 
・ 腰痛の人は、入浴の際、体をひねったりするので腰に負担があるために、シャワーで済ませている

場合が多い。 
・ 高齢者は肩まで浸かった入浴をしたいという希望がある上、介助者にも肩まで浸かって疲れを癒し

て欲しいという思いがある。 
・ 入浴の際に浴槽の中に置く入浴台として、浴槽内で安全に脱着でき、入浴者が体の回転をしやすい

入浴台（浴槽内踏み台）がほしい。 
・ 現在の入浴台は、台の安定として吸盤タイプと自重タイプがあるが、取り外しが容易ではない。 
・ そのため入浴台を入れると肩まで浸かった入浴ができない上、浴槽内で自由に体を回転することが

できない。 
○浴槽まわりの過剰装備の改善 
・ 現在の浴槽は浅めで横長のタイプが一般的になっている上、浴槽の淵がカーブしていたり、曲線型

になっているため、グリップやボードといった道具を設置させることが難しくなっている。 
・ 最近の横長の浴槽は、内側に手すりがついているものもあるが、浴室床面から浴槽をまたぐ際、着

地位置が遠くなるので却って邪魔になることがある。 
・ 同様に、壁面に洗面器を置く台があらかじめ設置された形のものは、カランが遠くなり使いにくい。 
○立ったまま入浴可能なリフト 
・ 入浴台では、たとえ座ることができても、身体を回転させる際に腰に負担がかかる。 
・ スウェーデンの医療器具に、立ったまま身体を移動できるものがある。そのような形の器具として、

立ったまま風呂に入れるようにするうまい仕掛けの入浴用リフトができないか。 
・ ミ ス ト 浴 と い う の が 最 近 登 場 し た 。 浴 室 に 設 置 す る タ イ プ の も の も あ る 。

http://www.noritz.co.jp/onsui_danbou/kantanmist2/index.html 多くは美顔用の保湿手段として

使われているが、発汗作用があり、結構あたたまる（山下委員）。 
（バリアフリー関連） 
○高齢者、子供等被介護者と介護者の動線を考慮した機器設計 
・ 高齢者に危険なものは、子供にも危険である。 
・ 福祉用具は、本当のバリアフリーになっていない。 
・ 障がい者の動線や介護者の動線を把握していない設計が多いので、設計者は、実際に障がい者と生

活や行動を共にし、十分なヒアリングのもとに設計する必要がある。 
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○30 年～40 年後を見越した住宅機器の設計・開発 
・ 住宅のモジュール化など、子どもの成長に合わせ、パーテーションが変えられる住宅が出てきてい

る（パナソニック等） 
・ 加齢を考慮した住宅改造にも対応できるようにしてほしい。 
・ 多くの人は、自分が高齢化した際、あるいは高齢の親を引き取る際に、どのような問題が出てくる

のかイメージしにくい。高齢者の将来の住まい方を「映像化」して、住宅改造の手掛かりを得やす

くすることもできるのではないか。 
・ 住宅メーカーなどは、バリアフリーであることが一目でわかるように、機器をつけたがる。手すり

なども最初から装備してバリアフリーを強調するが、最初から手すりをつける必要はない。 
・ 手すりの設置にそなえて補強された壁の部分に色をつけておき、将来手すりの設置できる場所を見

分けやすくするといった方法をとれば、必要に応じて手すりを設置できる。このとき色の変化がデ

ザイン上でもうまく工夫されていれば、違和感はない。 
・ 30～40 年後に必要に応じてバリアフリーに改修しやすいように、あらかじめ構造上の対応がとら

れていれば、同じハウスメーカーにリフォームを発注するようになる。 
・ マンション業者も、あらかじめ壁に補強をしておくよう意識改革も必要。 
  （初めから補強しておけば、コストアップもそれほどでもないだろう）。 
・ 日本の建築の場合、とくにマンションでは防火上、板カベではなく石膏ボードを使うように指導さ

れているから、手すりはおろか、つっぱり棒さえ取り付けられないことがある。 
○日常に溶け込むシンプルな福祉用具 
・ 福祉用具を開発する際、大仰なものではなく従来の日常品と同じようなものが望ましい。デザイン

性を考慮し、機能性に優れ、しかもシンプルなものが欲しい。 
・ 子ども用の車いすでは、木製で色がきれいなものができている。健常者であっても使いたくなるデ

ザイン性の高いものがもっと製品化されて欲しい。 
・ 子ども用木製の車いすの場合も、身長の伸びに併せてサイズが変えられるものもある。 
・ 木製いすはスチール製のものより重いかもしれないが、介助者の身体にフィットしていれば、あま

り重さを感じずに済む。身体に馴染むデザインが重要だ。 
・ たとえばメガネは元来、視力矯正の役割を持つ用具だが、ファッション性が高まれば、視力に問題

のない人でも購入し、ファッションとして楽しむ。そういう発想が欲しい。 
（移動機器関連） 
○姿勢が傾いたときに元に戻せる車いす用クッション、あるいは制御装置 
・ パーキンソン病や高齢者などの被介護者を車いすに座らせる場合、最初に座らせた位置が悪いと、

位置を修正することが難しい。 
・ プロのヘルパーであれば上手くできても、家族の場合は（介護者が高齢で老老介護の場合は特に）

難しい。 
・ デイケアやデイサービスの施設にリハビリのセラピストがいれば、座り方の問題点を申し送りする

ことで改善できるが、それに気付かないと見過ごされたままになり、施設から戻ってきても姿勢が

傾いたままになる。 
・ 座り方に問題があると、それが原因で褥瘡ができることもあるし、誤嚥を招くこともある。 
・ エアマットにはリハモードがある（スイッチを入れると少しエアマットが硬くなる）。  
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・ 体重を自動で関知する電動車いすがあるのだから、重心を中央位置に制御できる車いす用のクッシ

ョンができないか。 
・ 同じ姿勢を続けることは健常者でもできない。障がい者も同様で、適度に姿勢を変えられることも

大事。 
・ 無理なく座れ、活動レベルが広がるもので、なおかつ誤嚥などが生じないよう安全が担保されてい

ることが基本。 
・ タイマーか何かで位置を適当に変えられるようにすればどうか。 
・ 姿勢が傾いた時に元に戻せるようにフィードバックループを組めばよいのではないか。  
・ 障がい者の場合、意識せずに姿勢が傾いているのか、何かをつかもうとして意識して姿勢を傾けた

のかの判断が難しい。 
・ 利用者の重症度と、介助する家族の高齢具合も考慮する必要がある。 
・ 常時姿勢を矯正されるものではなく、重心を戻したいときに戻せる機能があることが望ましい。 
○車いすのスリングシート 
・ 日本の車いすは、未だに座面がシートタイプである。その理由は、収納がしやすいということと、

低コストだから。 
・ スリングシートは、真ん中から少しでもずれると、身体が傾きやすい。 
・ 欧米のものは、座面がプレートになっているのが主流。 
（コミュニケンション機器関連） 
○ポータブルな会話補助用具 
・ トーキングエイド（ナムコの会話補助用具）は持ち運びできるが、もっとポータブルなものが欲し

い。できれば、カードサイズでポケットに入る大きさが望ましい。 
・ 声質も、機械音ではなく、自然な声になるといい。カーナビはもう人間に近い音声を出せるのだか

ら、カーナビ音声を開発している業者が音声に協力してくれたらいいと思う。 
（認知症患者関連） 
○徘徊検知用 GPS の小型化、防水化 
・ 徘徊の範囲は、想像される以上に広範にわたる。病院からいなくなった患者さんが病院のスリッパ

を履いたまま市を超えて徘徊することもある。 
・ 「どこにいったんや？」と訊くと「便所探してるんや」。距離感がないから、トイレを探してどこ

まででも延々と歩く。 
・ 徘徊者探しは、人海戦術になる。相当広域を探す必要があるので、施設の利用者かどうかに限らず

地域の包括支援センター単位でネットワークをつくり、傘下の全施設に不明者連絡を流す。それぞ

れの施設が利用者の送迎車を出す際などに不明者捜索に相互に協力している。 
・ 徒歩だけではなく、交通機関を利用して徘徊することもある。 
・ 高齢者だとバスは無料なので、バスの運転手が高齢者パスを確認せずに乗せてしまうこともあるし、

不思議なことに切符なしで電車の自動改札を通過できてしまう徘徊者が少なくない。 
・ GPS があれば、徘徊者の大体の位置が特定できるので、闇雲に探す必要はなくなる。 
・ GPS を持たせることによって、安全性がある程確保されれば、軽度な認知症患者の外出も可能にな

り、患者、介助者の双方に有益。 
・ 認知症患者に持たせる場所特定用の GPS の小型化、防水化が必要。 
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・ 防水が必要な理由は、GPS をつけた洋服を家族が洗濯してしまうケースがあるから。 
○生活習慣にあった徘徊検知用 GPS グッズ（バス定期券、名刺、腕時計、ネックレス、 
ブレスレット、念珠タイプ等） 

・ 内ポケットに入れられるカード型のもの（バスの定期券のようなもの）。小型で、その人が身につ

けておきたいと思う、日常的な品、思い出の品、思い入れのある品などに組み込むこと。 
・ 女性の場合はネックレス、ブレスレット、念珠タイプのものでもいい。ただし、ファッション性が

高く、健常者でも身につけたいと思うもの。 
・ 認知症用専用のものとして CM などを流すと、認知症であることが明白になってしまうので、却っ

て身につけにくくなる。 
・ 男性の場合は、名刺、腕時計、身分証明書など、それまでの生活習慣から身につけることが馴染ん

でいるものに GPS 機能がつくことが望ましい。 
・ 携帯電話を持たせるようにアプローチしているが、サイズが大きい上、高齢者にとって携帯電話は

必需品ではないので持ち歩かない人が多い。 
・ 児童であれば、防犯上の必要性を説明して携帯電話を持たせることができるが、認知症患者だとそ

れができないので携帯電話を携帯することを忘れやすい。 
○小型バッテリー（2 日程度未充電で使用可能） 
・ バッテリーのもちが重要。2 日程度は充電しなくても電池が持つものが必要。 
・ どんな服にでもカチっと取り付けられ、外れないという着脱タイプのものもいいかもしれない。 
・ 太陽光や振動で充電できる可能性は？  
・ GPS をインプラントすることは技術としては可能かもしれないが、家族が望んでも本人が望んでい

るかどうかわからないので、導入は難しい面がある。 
（高齢者の外出支援関連） 
○高層階での外出路確保と介助者の負担 
・ 閉じ籠もりはよくないと国は言うが、家から連れ出す経済的支援というのが一切ない。 
・ エレベータのない府営住宅の高層階に居住の要介護者を外出させるのは非常に大変。 
・ 施設への送迎のため介護者が危険をおかして５階から背負って降りてくるというケースがあるが、

被介護者・介護者とも転落しかねず非常に危ない。 
・ 高層階に住んでいる要介護者には、１階に空きが出たら引っ越しを勧めているが、引っ越し代がか

かるといって移らない人もいる。 
・ そういう人でも、ヘルパーがわざわざ担いで降りなければならないという問題がある。 
・ 自己中心的な家族がいると権利主張ばかりする。そのため現場の職員が犠牲になることが多い。 
・ 国が支援する場合でも、引っ越し代を現金で先渡しするのではなく、実費を支払うような形にしな

いと、国から現金をもらっても引っ越さない人も出る。 
・ 利用者の意識改革も重要だ。 
・ ヨーロッパでは、家を改修する場合のコストと、引っ越しする場合のコストを見積り、どちらを選

ぶか本人に決めさせると、「引っ越した方が国庫の出費が少ない」といって負担の低い方を選ぶ人

が多いが、そのような観念を持っている人は日本には少ない。 
・ 道具で解決する部分かどうかということを含めて外出路の問題は難しい。 
・ 意識改革の部分も必要。全部を道具に求めても、システムの問題と意識改革の問題も道具の問題が
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ある。すべてをモノで解決をしようとするのは難しい。 
○外出を支援する装置（窓拭き型ゴンドラ） 
・ 古い公団住宅などでは１階でも５段の階段があり、しかもエレベータなどない。 
・ 高槻市の北摂山系の斜面に面した住宅は、１階が車庫で 2 階に玄関があるケースも多く、外出路の

確保が問題になる。 
・ 障がいを持った人は、家族の負担も大きいので、引け目を感じて外出をしなくなり、すべて往診や

訪問サービスで済ませるようになる。 
・ 外界との接触がなくなると刺激もなくなるので、外出しやすくなる工夫が必要。 
・ 府営住宅などは消防法の関係で、階段に手すりや階段昇降機などをつけられない。 
・ はしご車とコンドラを組み合わせ公団のベランダから障がい者を降ろせればよい。 
（福祉用具の開発関連）】 
○福祉用具とコスト意識 
・ 従来、福祉用具は給付制度の枠内で作るように言われ続けていたので、メーカは機能のよいものを

つくるのではなく、予算内で用具をつくるという考えがあった。 
・ 自立支援法の施行(2006 年 10 月)により、現物支給から費用の支給に変わり、給付額を超えた用具

も超過分を自己負担すれば購入できるようになったが、利用者側も未だに給付制限内で済ませよう

とする意識がある。 
・ 特に高齢者が使用する福祉用具の場合は、その傾向が強い。 
・ 一方、子ども用車いすなど、児童の福祉用具に関しては、ある程度高額でも親が気に入ったもので

あれば費用を出すという傾向にある。 
・ 若い障がい者は、高額でもデザインや機能の高いものを購入する人が少なくない。 
○福祉用具のフィッティングと安全性 
・ 福祉道具の提供の仕方を考える必要がある。 
・ 福祉用具を紹介する際は、家族が無理なく使えるように正しく説明できる技術が求められる。 
・ 看護者・介護者の技術や業者やメーカの教え方によって、使い勝手が変わってくる。 
・ 最初に失敗したら次回から使わないので、用具の使い方を教える側の技術を向上させる必要がある。 
・ たとえば移乗シートの使い方を私たちが失敗したら、「あなたたちが失敗したら私たちもできな

い」ということになる。 
・ 道具のなかにも使い方が難しく使えないものもある。もう少し利用者のターゲットを絞ればシンプ

ルな道具になる。 
・ 「こういう人にはこれがいい」「あの人にはこれがいい」というように、モノと人のアダプテーシ

ョンが重要なのに、日本はモノにばかり焦点があたる。 
・ すべてをモノで解決しようとするから、道具が重装備になり重くなって、操作が煩雑になり、面倒

になるので敬遠される。 
・ モノが普及するための環境づくりがうまく機能していないのに、そのツケがモノにいくというとい

う場合もある。 
・ 被介護者や介助者の体格や能力に関係なく、見た目や値段のみで選択していることも少なくない。 
・ 選ぶ側の主張が優先されるので、メーカは、注文どおりにモノを運んできて、使い方だけ説明して

帰っていくが、もっと総合的な視点から道具の選択について提案できる人が福祉用具のメーカにい
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てもいい。 
・ A という製品のオーダーがあっても、「利用者の家族構成を聞いてみたら、製品 B の方が適してい

るのではないと思ったので A と B の両方を持ってきました。フィッティングしてみましょう」と

いう提案をできる人が必要。 
・ 医療事故にしても、道具そのものに問題があるのではなく、「この人にこれを使わせたら事故が起

きても不思議ではない」というケースもある。 
・ その場合は、用具を選定したケアマネや在宅スタッフに責任がある。にもかかわらずメーカの責任

にされたら、メーカが気の毒という事故がある。 
・ メーカが福祉用具になかなか手を出さないのも事故のリスクが高いため、なかには、責任がないに

もかかわらず、風評被害によってメーカが損害を受けることもある。 
・ 風評被害のひとつに、匿名によるネットへの書き込みがある。書き手は責任がないので言いたい放

題になっている。 
・ アメリカだと医療訴訟が頻繁にあり、その費用をカバーするために医療費が上がるという悪循環が

あるが、日本も今後アメリカ型になると同様のことが起きる。 
・ 事故を防止する上でも、道具をコーディネートすることの重要性を見直すべきだ。 
・ 介助者が使い切れない道具は必要ない。もっとシンプルなもの選択するための知識や能力を高めて

きいたい。 
○福祉用具トライアルの仕組みの構築 
・ メーカが新しい製品を出して、「試してみたい」という要望を受けると、営業を派遣することにな

るが、1 回の派遣で終わらず 2 回、3 回の訪問になると、その費用は会社負担。最後に「いらない」

ということになると会社は赤字。悪循環になり、メーカはさらに保守的になる。 
・ メーカのなかに PT（理学療法士）が入って一緒に開発している例も出てきた。（パナソニックなど） 
・ 福祉用具の選定にすべて OT（作業療法士）や PT（理学療法士）などリハビリ専門のスタッフが関

われればいいが、それは現実的ではない。 
・ 福祉用具選定に際しては、自分が望んでいるものかどうか確かめるための「お試し券」のようなも

のを、5 枚出して欲しいと現在大阪府に要請している。 
・ お試し券はいいアイデアだと思う。巡回 2 回に福祉用具 2 回。介護度がアップしたらまたお試し券

が出るというのがいいと思う。 
○病院と在宅の違いを考慮した設計 
・ 病院と家庭での用具使用環境は異なる。病院で入院しているときに最適な福祉用具であっても、家

庭に戻って使い続けられるとは限らない。 
・ 例えば、要介護度が低い場合は、身体介護ではなく生活支援型の介護を受けることになるので、病

院のリハビリで使用していたような福祉用具ではなく、生活に適した用具を選ぶ必要がある。 
・ 日本ではリハビリよりも病院での治療に主眼においていた時代が長い。「治療では解決しないから、

この状態でどう生活するかということを考えなければ」という風潮になったのはごく最近のこと。 
・ 介護保険からリハビリテーションを適用除外にしようという意見が審議会でも出されているらし

い。 
・ 病院での使用なら重装備になっても問題ないが、それが家庭に入ると道具が浮いてしまう。生活の

なかに自然に溶け込めるものであれば、もっと使えるし進化していくが、重装備の用具だと使いた
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くないと思うのが一般的だ。 
・ 医療施設は、日常生活から切り離して医療サイドが治療しやすいように管理しているので、画一化

しやすいが、家庭で暮らす場合は事情が違う。 
・ 在宅は、ケアスタッフが利用者さんの生活に中にお邪魔するというスタイルとなる。あくまでも主

体は利用者さんとそのご家族という点が病院とは大きく異なる。生活スタイル、価値観は人それぞ

れ、多様化が当り前。訪問看護・介護は画一化しにくい。 
・ 医療現場は治療がメインなので、患者さんも日常とは違うと割り切っている。画一化しやすいので、

この病院でよかったものは別の病院にも応用できるが、在宅ではそれが通用しない。 
○一般家庭への普及の壁 
・ 福祉専門職の思い込みが家庭での福祉用具の普及を阻んでいるケースもある。 
・ ある福祉用具に関して、金額が高いので紹介をためらったことがあった。ところが、「先生は、こ

の道具がなくても介助できるから道具は高いと思うかもしれないが、道具がなければ介助できない

人にとっては、この道具はちっとも高くないんや」と言われた。 
・ その道具の必要性は、家族構成、介助者の切実度によっても変わってくる。 
・ ヘルパーなどの介護者が、道具に対する抵抗感を持っていることもある。自分が使ったことのない

道具を使いたがらない傾向がみられる。 
○既存技術を福祉分野に移転する仕組みの構築 
・ IT やカーナビなど、市場にはすでにいい技術がたくさんある。特許の問題もあると思うが、開発の

進んでいる分野の技術が福祉分野でもっと活用されるといい。 
・ 大企業は市場規模が一定以上でないと開発をしないので、福祉用具専用の開発には投資をしないか

もしれないが、他分野での技術をうまくシェアリングすればいい。 
・ 福祉のために開発するのではなく、既にある技術を応用するという形。 
・ 大企業よりも中小企業の方が柔軟に商品開発をしているが、営業網が乏しいので販売後のメンテナ

ンスが難しく、全国展開に至らない。 
・ アメリカでは NASA の開発の副産物として、IT に限らずさまざまな技術が福祉分野で応用されて

いる。たとえば、NASA が開発した摩擦に強い布地。また大気圏から脱出するときの褥瘡予防素材

が福祉用具のクッション材としてとして市場に出てくる。その素早さを日本も見習ってほしい。 
・ 技術はすでに完成しているのに、市場に投入しない場合もある。例えば、某自動車会社は、ヨーロ

ッパの福祉機器展に非常にいい福祉車両を出展していたが、日本国内では発売していない。その理

由は、日本ではそこまでのクオリティが求められていないので商売にならないからという。 
・ ヨーロッパの福祉機器は基準が厳しく、一定水準をクリアしないとその市場に投入できない。それ

をクリアできる技術を持つメーカは少ないので、認定されるとマーケットシェアをとれる。しかし

日本ではそこまでの基準は設けられていないので、技術水準の高いものを出す必要がないというわ

けだ。 
・ マスキー法（米国の排ガス基準）がホンダの CVCC を産んだように、規制の強化が技術水準を高め

るという部分は確かにある。 
・ 日本では、なんらかの事故が起き、マスコミがメーカを責めると基準が設置され、技術開発につな

がるという循環がある。規制が厳しくなりすぎると困る面も出てくるが、マスコミが取り上げるこ

とによって、技術開発が進むということもある。 
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・ 医学分野は新しい器具や装置に対して前向きな人が多いが、介護やリハビリ分野では大学の先生が

積極的ではない。 
○開発部門へのフィードバックの仕組みの構築（看護者・介護者やユーザーが開発に対して意見を言え

る窓口開設） 
・ iPod などは、さまざまなユーザーの声を取り込んで商品にそれを活かしているので、福祉用具も開

発時に利用者の声を反映して欲しい。 
・ 実際に使ってみると不具合があることに気付くというケースがたくさんあるので、看護者・介護者

やユーザーが開発に対して意見を言える窓口があるといい。 
・ 意見を言えれば意識も高まるし、それが商品に反映されれば面白みも違ってくる。 
・ すでに技術を持っている企業と、「こんなものを作って欲しい」というニーズの橋渡しを産総研さ

んなどがしてくれるとありがたい。 
 

（制度関連の課題） 
○福祉用具と労災 
・ ヨーロッパでは福祉用具の普及と労働災害は密接に関係している。 
・ 労働災害が発生すると休業補償が高額になる。 
・ 看護職・介護職の労働災害を抑えるためには、用具導入が欠かせないので福祉用具が普及する。 
・ 一方、日本の介護職は、未だに使い捨てである。介護のせいで腰を痛めて椎間板ヘルニアで手術を

しても「これは労働災害だ」と声をあげることはない。身体の具合が悪くなれば、そのうちに介護

職を辞めてしまうため、問題が表面化しにくくなっている。 
・ 介助者や福祉専門職スタッフにとっても福祉用具が必用だという意識がもっと定着すれば普及に

つながる。 
以 上 
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医療福祉、介護現場からの開発要望技術課題への評価（問１）の単純集計 
 
 医療・福祉現場で実際に働く方々からブレイン・ストーミング等により抽出され、実用化の要望が多

く、１０年以内に実用化される可能性の高い技術等について医療・福祉の現場の場面別に 
１．身体介護関連 
（1）排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、 

体位変換関連 
（2）自立生活支援関連 

  ２. 生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
  ３．介護者支援関連 
  ４．その他の支援関連 
に整理し、それらの技術に対する「関心度」、「技術開発の困難度」、「公的研究機関からの技術支援」、

「実用化の可能性（１０年以内）」について整理した。 
 
◆関心度 
１．身体介護関連（排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容 

関連、体位変換関連） 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両

立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、な

ど 

図 1.1 関心度（身体介護関連） 

13
9

15
17

15
10
12
12
14

12
9

37
41

35
33

35
40
38
39
36

38
40

家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

関心度（1.身体介護関連）

関心あり 関心なし
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(2)自立生活支援関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 

革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気

刺激装置 
国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

 
図 1.2 関心度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 

2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 
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国産人工呼吸器 ※

カニューレ吸引作業の自動化※

人工呼吸器回路の改良 ※

革新的な筋力の補助技術１※

革新的な筋力の補助技術２※

革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

関心度（１.身体介護関連）

関心あり 関心なし

16

20

17

12

11

14

13

10

14

13

15

10

13

14

33

29

32

37

38

35

36

39

35

35

34

39

37

35

触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

関心度（2,生活支援関連）

関心あり 関心なし
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 

非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万

円以内 
障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接すること 

ができるゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が

重要 

図 1.3 関心度（生活支援関連） 
 
3.介護者支援関連 及び 4.その他支援関連 

 
 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 1.4 関心度（介護者支援、その他支援関連） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心度（3,4.介護者支援技術関連、その他）
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37
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40

ロボットスーツ　１ ※

ロボットスーツ　２ ※

介護者の生活を補助するレスパイト技術

日本人に多い円背予防用機器、装具

簡易バリアフリー建具

レスパイトハウス関連技術

関心あり 関心なし
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◆技術開発の困難度 
1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、 

体位変換関連、自立生活支援関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など 

図 2.1 技術開発の困難度（身体介護関連（１）） 
 
 (2)自立生活支援関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

困難度（１.身体介護関連）
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国産人工呼吸器 ※

カニューレ吸引作業の自動化※

人工呼吸器回路の改良 ※

革新的な筋力の補助技術１※

革新的な筋力の補助技術２※

革新的な筋力の補助技術３※

革新的な筋力の補助技術４※

国産人工呼吸器

筋力増強バイオ技術

開発困難度高い 開発困難度低い

11
16

19
23

13
12

18
14
14

22
15
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13

10
8

17
16

11
16
14

6
12

家庭で処理可能な紙おむつ ※

重度障がい者用ダイエット技術 ※

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術

室内における革新的な排泄物臭気処理技術※

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器

小型で安価な体位変換装置

褥そう予防バイオ技術

るいそう者用褥そう予防器具

困難度（1.身体介護関連）

開発困難度高い 開発困難度低い
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 

革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気

刺激装置 
国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 2.2 技術開発の困難度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボッ

ト 
GPS 連動、視覚情報提示 

非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円

以内 
障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することがで 

きるゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

 
図 2.3 技術開発の困難度（生活支援関連） 
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触れることができる立体表示機器※

白杖をうまく使えない方用盲導ロボット※

非接触白杖※

小児用障がい者が一般遊具で遊べる補助具

障がい者用電動アシスト自転車 １

障がい者用電動アシスト自転車 ２

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）

小児障がい用体験ソフト

音色の分別技術または音声説明技術

点字ブロックの改良

革新的障がい者コンピュ-タインタ-フェ-ス※

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム

言語以外のコミュニケーションツール

BMIによるECS又は家電機器制御装置

困難度（2,生活支援関連）

開発困難度高い 開発困難度低い
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3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 2.4 技術開発の困難度（介護者支援、その他支援関連） 
 
◆公的研究機関からの技術支援 

1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、体位変換関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立 
小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など 

図 3.1 公的研究機関からの技術支援要望度（身体介護関連（１）） 
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在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術

小児用介護用品

高齢者、障がい者用医療テープ

高齢者、障がい者用リネン材料、機器
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技術支援必要 技術支援不要
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(2)自立生活支援関連 

※印を伏したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 
カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 
革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置

国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 3.2 公的研究機関からの技術支援要望度（身体介護関連（２）自立生活支援関連） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 
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技術支援必要 技術支援不要
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 
非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円以内

障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することができ 

るゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

図 3.3 公的研究機関からの技術支援要望度（生活支援関連） 
 
3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 3.4 公的研究機関からの技術支援要望度（介護者支援、その他支援関連） 
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◆実用化の可能性（10 年以内） 
1.身体介護関連 
(1)排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関連、身体整容関連、体位変換関連 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
家庭で処理可能な紙おむつ トイレに流せる 
小児用介護用品 成長対応用具など 
高齢者、障がい者用医療テープ かぶれがない、適度な粘着力 
高齢者、障がい者用リネン材料、機器 肌触り（通気性など）と安心性（支持性など）の両立

小型で安価な体位変換装置 体位変換時に患者が目を覚まさない、蒸れない、など

図 4.1 実用化の可能性（身体介護関連（１）） 
 
 (2)自立生活支援関連 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※米印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

10年以内の実用化可能性（１.身体介護関連）
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補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
国産人工呼吸器 管の中に水がたまる点の解決 

カニューレ吸引作業の自動化 簡易吸引、在宅用 
人工呼吸器回路の改良 選択透明性素材の開発 

革新的な筋力の補助技術 1 小児用姿勢保持用スーツ、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 2 10 万円程度の筋力の部分補助装置、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 3 2 万円程度の筋力の部分補助装具、装着が容易 
革新的な筋力の補助技術 4 装着が容易・快適で自然な動きを補助できる機能的電気刺激装置

国産人工呼吸器 安価、コンパクト 

図 4.2 実用化の可能性（身体介護関連（２）自立生活支援関連）） 
 
2.生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

 
※印を付与したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
触れることができる立体表示機器 PC の端末機器となる 
白杖をうまく使えない方用盲導ロボット GPS 連動、視覚情報提示 
非接触白杖 光センサー等で距離を測定、振動などで提示、数万円以内

障がい者用電動アシスト自転車 1 後部座席の身体保持機能 
障がい者用電動アシスト自転車 2 障がい者が自立して乗れる 

小児障がい用体験ソフト 小児が犬、猫、ハムスターなどのイキモノに接することができる

ゲーム 

言語以外のコミュニケーションツール 高齢者には重量感や肌にあたる心地よさの感覚が重要 

図 4.3 実用化の可能性（生活支援関連）） 
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3.介護者技術支援関連 及び 4.その他支援技術関連 

※米印を伏したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現場でのニーズが高いと想定されているもの。 

補足：医療・福祉現場からの開発要望技術の機能例 

医療・福祉現場からの開発要望技術 機能例 
ロボットスーツ 1 快適に連続装着可能、30～40 万円 
ロボットスーツ 2 4 分以内に装脱着可能、30～40 万円 

図 4.4 実用化の可能性（介護者支援、その他支援関連） 
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経済産業省補助事業 

  

平成２１年度 近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関するアンケート 

 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

 
平成２１年度、経済産業省の補助事業として、近畿地域イノベーション創出協議会（事務局：（独）産業技術

総合研究所関西センター・（財）関西情報・産業活性化センター、メンバー：近畿地域の大学、公設試験研究機

関、産業支援機関）では、「近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関する調査研究」（調査実施機

関：（財）日本システム開発研究所）を、外部有識者で構成する委員会（委員長：京都大学大学院工学研究科 

医療工学 富田直秀教授）の協力の下に実施しています。 

 

今回のアンケート調査では、医療福祉・介護の現場で実際に働く方々から寄せられた開発要望の高い技術

課題（アイデア）を提示させていただき、医療福祉機器メーカ等の企業サイドからみた評価（当該技術への関心

度、技術開発の困難度、公的な技術支援の必要性、実用化の可能性等）をお願いするものです。 

本調査結果は、今後、近畿地域の産学官が連携して医療福祉機器開発の技術開発支援を行う上での検討

資料として活用させていただきます。 

 

  つきましては、ご多忙の中、誠に恐縮ですが、上記趣旨をご理解の上、平成２２年２月５日（金）までにアン

ケート調査票を、郵送またはＦＡＸ（あて先：03-5379-5909）、電子メール（あて先welfare@srdi-u1.jp）のいずれ

かの方法でご返送いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、調査票に関してご不明な点等がございましたら、(財)日本システム開発研究所または（独）産業技術総

合研究所（関西産学官連携センターの担当者）までお問い合わせください。 

 

平成２２年１月２２日 

 

             独立行政法人 産業技術総合研究所 関西産学官連携センター 担当：廣野、勝谷 

                      〒563-8577 大阪府池田市緑丘 1-8-31  

    TEL：072-751-9688 / FAX：072-751-9621 

 

            【調査実施機関】 

             財団法人 日本システム開発研究所  担当：大熊、山内（welfare@srdi-u1.jp） 

                      〒162-0067 東京都新宿区富久町 16 番 5 号 新宿高砂ビル 8F 

                TEL：03-5379-5902 / FAX：03-5379-5909 
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平成２１年度近畿地域における革新的な医療福祉機器開発に関するアンケート 

 

※ 本調査票は、下記サイトからダウンロードできます。お手数をおかけしますが、調査票の必要枚数の 

印刷と電子メールでご回答をされる方は、電子ファイルをダウンロードしてください。 

ダウンロード→http://www.srdi-u1.jp/aist-welfare/4_chosa.html( ←注“u1”は、ユーワンです。） 

なお、ブレイン・ストーミングの内容の要約は、下記のＵＲＬからご覧になれます。 

http://www.srdi-u1.jp/aist-welfare/2_burein.html 

 

 

■回答企業の概要と回答者ご所属・ご連絡先（差し支えなければ、ご記入ください。） 

 

企 業 名  

資 本 金 １．３億円以下         ２．３億円超  

従 業 員 １．３００人以下         ２．３００人超 

所 在 地  

回 答 者 名  ＴＥＬ  電子ﾒｰﾙ  

 

■医療福祉・介護現場から開発要望の高い技術課題（アイデア）への評価 

 

問１ 下記に掲げた要求技術例は、医療福祉・介護現場で実際に働く方々からブレイン・スト

ーミング等により抽出されたものであり、「ほぼ１０年後の実用化が望まれる技術」を福

祉・介護の場面別 

 

１． 身体介護関連（排泄介助関連、食事介助関連、清拭・入浴介助関連、室内衛生関

連、身体整容関連、体位変換関連、自立生活支援関連） 

２．生活支援関連（障がい者（児）支援技術関連、コミュニケーション補助技術関連） 

３．介護者支援技術関連 

４．その他支援技術関連 

 

で整理して一覧にまとめたものです。 

特に、太字イタリックで（※）を付したものは、今回のニーズ調査で、医療福祉・介護現

場でのニーズが高いと想定されるものです。 

企業側のお立場から、各開発要望技術に関する評価項目のいずれかに○を付けて

下さい。 
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１．身体介護関連                      【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 

技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支

援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

【排泄介助・食事介助関連】     

家庭で処理可能な紙おむつ ※ 
  （機能例：トイレに流せる） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

重度障がい者用ダイエット技術  ※ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

排泄物の臭いを防ぐバイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【清拭・入浴・室内衛生関連】     

室内における革新的な排泄物臭気処理技
術 ※ 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

在宅者居室の掃除、カビ、臭い対策技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児用介護用品（小児用がないため） 

（機能例：成長対応用具 など) 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【身体整容関連】     

高齢者、障がい者用医療テープ 

（機能例：かぶれない，適度な粘着力） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

高齢者、障がい者用リネン材料、機器 

 （機能例：肌触り（通気性など）と安心性

（支持性など）の両立） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【体位変換（褥そう予防）関連】     

小型で安価な体位変換装置 

（機能例：体位変換時に患者が目を覚ま 

さない，蒸れない，など） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

褥そう予防バイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

るいそう者用褥そう予防器具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【自立生活支援関連】     

国産人工呼吸器 ※ 
（機能例：管の中に水がたまる点の解

決） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

カニューレ吸引作業の自動化 ※ 
（機能例：簡易吸引、在宅用） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

人工呼吸器回路の改良 ※ 
（機能例：選択透過性素材の開発、etc.) 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：小児用姿勢保持用スーツ、装

着 

が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：１０万円程度の筋力の部分補

助 

装置、装着が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：２万円程度の筋力の部分補助 

装具、装着が容易） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

革新的な筋力の補助技術  ※ 
（機能例：装着が容易・快適で自然な動

き 

を補助できる機能的電気刺激装置） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

国産人工呼吸器 

（機能例：安価、コンパクト） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

筋力増強バイオ技術 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 
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２．生活支援関連                       【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

【障がい者（児）用支援技術関連】     

触れることができる立体表示機器 ※ 
（機能例：PC の端末機器となる） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

白丈をうまく使えない方用盲導ロボット
※ （機能例：GPS 連動、視覚情報提示） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

非接触白丈 ※ 
（機能例：光センサー等で距離を測定、 

振動などで提示、数万円以内） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児障がい者が一般遊具で遊べる補助具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

障がい者用電動アシスト自転車 

（機能例：後部座席の身体保持機能） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

障がい者用電動アシスト自転車 

（機能例：障がい者が自立して乗れる） 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

聴覚障がい者用映像化技術（ソフト） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

小児障がい用体験ソフト 

（機能例：小児が犬、猫、ハムスターなど 

のイキモノに接することができるゲーム） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

視覚障がい者用、ハザード音などの音色の

分別技術または音声説明技術 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

点字ブロックの改良（非接触白丈対応） ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

【コミュニケーション補助技術関連】     

革新的障がい者－コンピュータインター 
フェ―ス ※ 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

高齢者用楽しい（ネット）ゲーム ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

言語以外のコミュニケーションツール 

（機能例：高齢者には重量感や肌に当たる

心地よさの感覚が重要） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

ブレイン・マシンインタフェース(BMI)による環

境制御装置（ECS）又は家電機器制御装置 
ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

 

３．介護者支援技術関連                   【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

ロボットスーツ  ※ 
（機能例：軽快に連続装着可能、30～

40 万円） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

ロボットスーツ  ※ 
（機能例：４分以内に装脱着可能、30～

40 万円） 

ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

介護者の生活を補助するレスパイト技術＊ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

 

４．その他支援技術関連                   【いずれかに○を付ける】 

医療・福祉現場からの開発要望技術 関心度 
技術開発の

困難度 

公的研究機関 

からの技術支援 

実用化の可能性 

（１０年以内） 

日本人に多い円背予防用機器、装具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

簡易バリアフリー建具 ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

レスパイトハウス関連技術＊ ある・なし 高い・低い 必要・不要 高い・低い 

＊「レスパイト」とは、一般に「障がい者と特にその介護者の生活の質（QOL）を改善する事」を意味します。 
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問２. 上記以外の革新的な医療福祉機器がございましたら、以下の設問にご回答下さい。 

    （ない場合は、「問３」へお進み下さい） 

 

問２－１ 革新的な医療福祉機器は、どのような医療福祉介護場面で使用されることを 

想定されていますか。下記の該当するものに○を付けて下さい。 

 

１． 身体介護関連 

（1）排泄介助関連 （2）食事介助関連 （3）清拭・入浴介助関連 （4）室内衛生関連 

（5）身体整容関連 （6）体位変換関連 （7）自立生活支援関連 

２．生活支援関連 

    （1）障がい者（児）支援技術関連  （2）コミュニケーション補助技術関連 

３．介護者支援技術関連 

４．その他支援技術関連 

   

問２－２ その具体的な内容を簡潔にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－３ 革新的な医療福祉機器で、御社の保有技術を活かせるものはありますか。 

    

①･ はい    ② いいえ （→「問３」へ） 

 

  問２－４ それはバイオ技術に関連した技術シーズですか。 

 

①･ はい    ② いいえ （→「問３」へ） 

 

  問２－５ バイオ技術の概要を差し支えない範囲で簡潔にご記入下さい。 
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問３ 今回のような調査方法（ブレイン・ストーミングにより現場ニーズを把握し、シーズ保有

の企業側にフィードバックする方法）に対して忌憚のないご意見をお願いいたします。 

今後の調査方法の改善に反映いたしますので、自由にご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■御社における医療福祉機器開発の商品化及び技術開発の現状について 

  

問４ 御社では、現在、医療福祉機器の技術開発や商品化を行っていますか。 

 

① はい  （→「次問」へ）  ② いいえ  （→「問７」へ） 

   

 

  問５ 御社が、現在商品化している主力の医療福祉機器について、下記の項目に可能な

範囲でご回答下さい。（製品カタログのレベルで十分です。） 

   

  【ＮO．1】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 

    

【ＮO．２】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 

    

【ＮO．３】 

商品名称  

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

商品市場規模                             億円／年間（国内） 
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問６ 御社が、現在、技術開発を進めている社内優先度の高い案件（医療福祉機器）に

ついて、開発ターゲット、公的助成金制度の活用、公的研究機関との連携について

ご回答下さい。 

 

医療福祉・介護場面 １ 身体介護関連、２ 生活支援関連、３ 介護者支援、４ その他支援 

想定市場規模       億円／年間（国内） 

公的助成金制度の 

活用 

１ あり（国、地方自治体、その他） 

２ なし（情報がない、適した制度がない、 手続きが面倒である） 

公的研究機関との 

連携 

１ あり（病院、介護・福祉機関、大学、公設試験研究機関、その他） 

２ なし（連携先が見つからない、適した機関がない、手続きが面倒である） 

 

    （→「問９」へお進みください） 

 

 

■医療福祉機器開発への関心度、今後の事業参入への意向について 

   （問４で、「いいえ」と回答された方にお尋ねします。） 

 

問７ 医療福祉機器開発にご関心がありますか。 

 

①･ はい    ② いいえ 

  

問８ 医療福祉機器事業への新規参入のご意向はありますか。 

   

①･ はい （→「問９」へ）  ② いいえ （→ここで終了です） 

 

 

■今後の医療福祉機器市場に対する御社の考え方について 

 

問９ 将来、有望となる（社会的ニーズが高まる）と想定される医療福祉機器分野につい

て、どのようにお考えですか。下記項目から該当するものを選び、○を付けて下さい

（複数回答可）。 

 

  １．医療福祉機器分野は、ビジネスチャンスであり、大きな事業分野にしたい。 

  ２．医療福祉機器分野は、多くの分野の中のひとつの事業分野として捉えている。 

  ３．医療福祉機器分野への進出は、社会的な貢献の一環である。 

  ４．医療福祉機器開発における産学官連携を通して有益な新技術を獲得したい。 

  ５．医療福祉機器開発におけるニーズ把握のために、病院、福祉施設等との連携を

推進し、新規ビジネス分野への足掛かりとしたい。 
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６．その他 

 （具体的に   

 

 

 

 

 

 

   

 

   問１０ 革新的な医療福祉機器開発において、大学等公的研究機関に支援を求めたい

内容ついて、下記の項目から該当するものを選び、○を付けて下さい（複数回答

可）。 

 

  １．医療福祉機器の市場規模、現場ニーズの情報提供 

  ２．医療福祉機器の技術開発支援（技術相談、技術指導、共同研究 等） 

  ３．産学官連携の支援（研究会、ニーズとシーズのマッチング 等） 

  ４．医療福祉機器開発の公的な助成金制度 

  ５．新規開発された医療福祉機器のテスト市場の提供 

  ６．新規開発された医療福祉機器の認定制度の創設 

  ７．新規開発された医療福祉機器の公的研究機関での積極的な調達 

  ８．その他 

（具体的に   

 

 

 

 

 

 

 

－ご協力、誠にありがとうございました－ 

 

 

  財団法人 日本システム開発研究所 

   〒162-0067 東京都新宿区富久町１６番５号   TEL 03（5379）5902 

   返送先（ご回答は、郵送、ＦＡＸまたは電子メールでご返送下さい） 

     FAX 03(5379)5909   E-Mail: welfare@srdi-u1.jp 担当：大熊、山内 

 

【お問合せ・ご返送先】 
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参考資料６ 

有望テーマに関連する国内外の研究開発動向 
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 第４章 表 4.1.1 に整理した、医療福祉機器に関連する国内外の研究開発動向を調査した。各課題

に関連する情報収集を以下に整理する。 
 

１．身体介護関連 

【排泄介助・食事介助関連】 
「家庭で処理可能な紙おむつ」関連 
（家庭で処理、リサイクル可能な技術は、現時点で国内では見当たらない。関連するものは以下の

通り。） 
●東京都Ａ社で、紙おむつ処理機及び周辺機器の開発・製造及び販売を行っている例がある。 
●北海道Ｂ社では、使用済み紙オムツ再燃料化システムを開発、提供している。袋・紙オムツの構

造を破砕→排泄物の好気性発酵→吸収剤の水分乾燥→病原菌の滅菌（病原菌を高温処理）→冷却後

に排出→専用機にてペレット化という過程を経て、ハウス栽培・入浴施設・ロードヒーティング・

ペレットストーブ等の再生燃料として使用される。 
●大阪府Ｃ社は、紙おむつ処理装置に関する特許を取得し、紙おむつ処理装置を販売している。 
●高崎健康福祉大学・健康福祉学部・助教授の江口文陽氏が感染性処理因難廃棄物である紙おむつ 
処理システムについて検討した論文を発表している。 

 
「重度障がい者用ダイエット技術についての研究・開発」関連 
（参考）京都の財団法人高雄病院では糖質制限食という糖尿病患者の為の食事療法を提唱。ダイエ

ットにも適用でき、医学的根拠もある。 
 
「排泄物の臭いを防ぐバイオ技術についての研究・開発」関連 
●愛媛県Ｄ社では、酵母・乳酸菌・納豆菌と糖蜜で発酵培養した酵素を使ったペット用消臭剤（飲

用・スプレー）等の販売を行っている。 
●大阪府Ｅ社では、ゲンノショウコ、フキ、ササ、ヨモギ、ヒノキ等の植物の抽出液を中心とする

脱臭剤（抗菌効果はなし）を販売。スプレータイプ、パウダータイプ、フィルタータイプがあり、

パウダータイプは富士山等の汲み取り式トイレでも使われている。 
●岡山県Ｆ社では、乳酸菌利用製品の研究・開発・販売。乳酸菌由来の消臭剤がある（家畜の畜舎

内の糞尿の消臭・堆肥化中の消臭剤）。 
●東京都Ｇ社は、フィトンチッドによる公共交通機関・ショッピングセンター・飲食店・病院等の

空調（消臭）設備機器や土壌改良剤（肥料）・水質浄化剤等の開発・販売を行っている。 
●大阪府Ｈ社では、臭気対策用製剤・除菌・消臭剤の開発・製造販売及び除菌剤を取り扱っている。

主に全国の動物病院で使用されている。動物に対する安全性が確かめられている。 
●大阪府Ｉ社では、バイオ培養液という製品で、乳酸菌、酵母菌に代表される有用８０余菌を培養、

有用菌群とそれらが生産する酵素（抗酸化酵素）の相乗作用により、黄色ブドウ球菌や、食品を

腐敗させるシュードモナス菌、蛍光菌などの有害菌に対して強い抗菌活性力を発揮、様々な環境

汚染を解決する。介護用（オムツや介護部屋等の臭い解消）の製品もある。使用時に口、鼻、目

に入っても何ら問題がないとのこと。 
●兵庫県Ｊ社では、下水道の普及していない汲み取り式トイレの消臭剤、浄化槽のバクテリア

消臭剤を販売している。 
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●「光が当たるとバナナやハッカの匂いを出す大腸菌」の開発例がある。 
（以下、バイオ技術以外の関連技術） 
●東京都Ｋ社は、ダイオキシン抑制の研究開発過程で原材料メーカと鳥取大学農学部研究グループ

が天然鉱石ドロマイトの持つ高い抗菌性と消臭性に着目・開発された天然由来成分の抗菌・消臭・

酸化腐敗抑制効果のある多目的抗菌消臭剤を開発。家庭用スプレーなどとして商品化、販売されて

いる。口に入れても問題がないほど安全性が高い。 
●大阪府Ｌ社は、抗菌性・消臭性に優れた水のいらない簡易トイレセットの商品開発・販売を行う。

主な用途は災害・アウトドア・在宅介護用である。 
●光触媒を用いて消臭脱臭を行う試みがある。 

 
【清拭・入浴・室内衛生関連】 
「室内における革新的な排泄物臭気処理技術」関連 
排泄物の臭いを防ぐバイオ技術についての研究開発と関係する部分がある在宅者居室の掃除、カ

ビ、臭い対策技術。 
●東京都Ｍ社は、臭気コンサルタント企業で、消臭・脱臭を軸に、設計・施工から薬剤の販売、除

カビ・防カビも手がける。 
「消臭壁紙」の事例としては次のような事例がある。 
●東京都Ｎ社のビニル壁紙は、部屋の気になる臭い、いやな臭いを電気も光も使わずに繰り返し取

り除く。 悪臭の元であるホルムアルデヒドやタバコ臭、生活悪臭を吸着し、水や二酸化炭素などの

無害な成分に分解・消臭する。機能は半永久に持続する。 
●兵庫県Ｏ社は、竹炭ケナフウォール、アースウォールなど、消臭、吸放湿、通気性などさまざま

な機能を持った壁紙を開発している。 
●大阪府Ｐ社は、ペットの排泄物の臭いなどを消臭する光触媒を使った壁紙を開発している。 
効果は半永久的とのことである。 
●東京都Ｑ社は、大豆アミノ酸の力で消臭、除菌できる大豆アミノ酸消臭壁紙を開発している。 
●大阪府Ｒ社は、酸素のパワーで消臭する壁紙や抗菌壁紙、汚れを防止する壁紙、光触媒を使用し

た壁紙などさまざまな壁紙を紹介している。 
 
「小児介護用品」関連 
●Ｓ社では、小児用のベッド・ベッド関連用品・車椅子・バスチェアー・車内座位保持装置・移動

用電動リフト・歩行器・杖・頭部保護帽・起立保持具・携帯用会話補助装置・吸引器・吸入器・お

もちゃ等を幅広くレンタル・販売している。 
●東京・大阪に本拠を置くＴ社では、身体障がい者・障がい児・高齢者のための車椅子とシーティ

ング製品を中心とした機器・医療器具・介護用機器の輸入・卸売・販売・通信販売をしている。

障がい者のコミュニケーションとコンピュータ・アクセスのための製品を中心とした、電子情報

支援機器・環境制御装置・生活支援機器等の輸入・卸売・販売・通信販売も行っている。小児用

としては、こども用車椅子（電動、成長機能付含）の輸入、販売を行いながら変形防止の為のシ

ーティング（姿勢保持）の問題に力を入れている。 
●福祉機器を開発・製造・販売する大阪府Ｕ社では、座位保持用木製及び金属製フレーム、座位保

持用油圧足踏み式昇降フレーム、バギー、座椅子、シャワーチェアー、訓練椅子、フル&セミオー
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ダーシステム、チェンジングボード、ヘッドレストパーツ、テーブル、クールファン、ウレタン

カッター、低反発ポジショニングマットを扱っている。 
●京都のＶ社は、音声言語、文字の使用・理解が困難、あるいは不十分である人のためのコミュニ

ケーション支援ツールのトータルプロデュースを行っている。 
●大阪府Ｗ社は、ウレタン加工をベースに福祉用具の企画･開発と、別注品･小ロット生産を得意と

している。 
●大阪府Ｘ社は、障がい児の姿勢保持具の輸入からスタートし、その後車椅子、バギー、歩行器、

立位保持器など一貫して子供の為の福祉用具を世界中から発掘してきた。機能だけでなくデザイ

ン性も重視した、一歩先を行く製品開発を目指している。 
●大阪府Ｙ社では、デンマーク某社の日本総代理店として、主に肢体不自由児用の「座位保持装置・

バギー・車椅子」を取り扱っている。 
●東京Ｚ社は、介護・ベビー用品から生まれた介助の必要なお子様向けの子供服の通販。を行って

いる。 
 
【身体整容関連】 
「高齢者、障がい者用医療テープ」関連 
●化学メーカのグループ企業ＡＡ社は、医療用テープを製造・販売。いくつかのブログやクチコミ

でかぶれにくいと評判が高い。同社は研究開発部門を持ち、同社の商品の粘着剤は柔らかいゲル

タイプで、従来のテープにはなかったものだという。皮膚の凸凹にぴったりとなじんで皮膚によ

く密着するため、粘着力は従来のままに、しかも剥がす時に角質層を剥離・損傷させず、何度も

同じ場所に使用可能で、人工透析を受けている人、従来テープで困っている人向けに最適とのこ

とである。 
●ＢＢ社の医療用テープは、いくつかのブログでかぶれにくいと評判が高い。粘着力が強くて肌に

も優しい。水蒸気透過性の高いフィルムを使用しており、むれにくく、外部からのバクテリアなど

の汚染を防ぎ、入浴やシャワーに適している。また、粘着力が弱く、はがしやすいものも取り扱っ

ている。 

●化学メーカＣＣ社のテープは、蒸れにくい微小構造をしており、また柔らかいレーヨン生地でで

きている。若干粘着力が高いようである。 

注）既存のテープでなければ、ビニールテープが良いようである。 

 
「高齢者、障がい者用リネン材料、機器」関連 
●高齢者・障がい者の生活の質を高める支援技術に関する研究として、機能評価用コンピュータ・

マネキンの開発を行っている福岡県の研究所の事例がある。 
●大阪府のＤＤ社の開発した、高弾発性・通気性・水切り性・耐久性・軽量性をもつ素材は、病院

用ベッド、新生児ベッド、車椅子クッション、介護マット、褥そう防止パッド、温熱治療器など

に使われている。 
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【体位変換（褥そう予防）関連】 
「小型で安価な体位変換装置」関連 
●熊本県ＥＥ社は、６～８畳のスペースで設置できる介護用ベッドの開発・販売を行っている。体

に触れる部分が櫛歯状で構成されており、従来より広範囲に床ずれ防止（櫛歯状のベッド部分が、

上下、左右運動をすることで広範囲に床ずれ防止を行う。ベッド部分が、櫛歯状で組み合わさり、

１つのベッド本体となる繊細な構造により、身体の細部にまで床ずれを防止する）が期待できる。

また、車椅子・バスタブ・便器との組み合わせが可能で、利用者が自分でリモコン操作し、それら

との間で移動が可能である。 
●大阪府ＦＦ社は、ベッドから車いすに形状が変化するベッド型ロボット「ロボティックベッド」

を開発した。商品化は２０１５年以降。 
●褥そう予防用マットレスを開発している福祉用具メーカは数多く存在。ＧＧ社のものは、自動体

位変換機能を持つ。ＨＨ社の自動体位変換機能を持つマットレスは、眠りを妨げないということ

をＰＲしている。 

 

「褥そう予防バイオ技術」関連 

（見当たらず） 
「るいそう者用褥そう予防器具」関連 

（見当たらず） 
 
【自立生活支援関連】 
「国産人工呼吸器」関連 
●日本医療機器工業会では、国産人工呼吸器を開発‐新型インフルエンザの流行拡大に備え、国内

での人工呼吸器の安定供給を目指して開発している。 
●人工呼吸器・麻酔器・モニター関係の開発製造・販売及び輸出入業務、動物医療関連機器の製造

及び販売をしている埼玉県ＪＪ社は、「成人用高頻度人工呼吸器」の開発に成功している。 
●米国スタンフォード大学では、カーボンナノチューブでバッテリーになる服を開発しているが、

人工呼吸器の補助バッテリーとして使用の可能性がある。 
 
「カニューレ吸引作業の自動化」関連 
●「人工呼吸器と併用する吸引自動化の研究を行っている山口県の研究者がいる。 
「人工呼吸器回路の改良」関連 
●人工呼吸器装着等医療依存度の高い長期療養者への２４時間在宅支援システムに関する研究がある。 

「革新的な筋力の補助技術」関連 
●マッスルスーツの研究・開発を行っている大学研究の事例がある。 
●北海道大学では、企業と共同研究で、農作業等中腰の作業が楽にできるよう腰への負担を軽減す

る電動の「スマートスーツ」を開発。「筋力補助するスーツ開発」を行っている。 
●東京電気通信大学の研究者で歩行補助システムに関する研究をしている研究者がいる。 
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２．生活支援関連 

「白杖をうまく使えない方用盲導ロボット 」関連 
●近畿大学に飼い主の健康状態を認識することもできる盲動ロボットの特許を出願している研究者

がいる。 
「非接触白杖」関連  

●東海大学に「GPS を利用した道案内装置」と「電子白杖」について研究している研究者がいる。 
 

「障がい者用電動アシスト自転車」関連 

●Ｔ社（東京）では、障がい者向けにオーダーメイドで自転車を作っている。 

 

「聴覚障がい者用映像化技術（ソフト）」関連 

●熊本大学の研究者で聴覚障がい者のための音声映像化の研究を行っている研究者がいる。 

 

「革新的障がい者―コンピュータ・インタフェース 」関連 

●脳の情報を取り出して運動を制御する BMI を臨床でリハビリなどのために行っている大阪市内の

病院がある。 

 

「高齢者用楽しい（ネット）ゲーム」関連 

●東京の玩具メーカで、高齢者用に高齢者用ゲーム機を発売、認知症予防認定を受けた企業が存在。 

 
「BMI による ECS 又は家電機器制御装置」関連 
●米国では、BMI 研究の装置機器制御の様々な研究が進行中。 

●国内では、平成２０年度より文部科学省脳科学研究戦略推進プログラムで BMI 関連研究が進行中。 
（http://brainprogram.mext.go.jp/） 
 

３．介護者支援技術関連 

「ロボットスーツ」関連 
●筑波大学の山海嘉之教授は、ロボットスーツ HAL を開発。これは現在福祉施設用にレンタルが開

始されている。 




